
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 この度、８月号では面会の再開をお知らせいたしましたが、第二長上苑４階ショートステイにおいて利用者

様、職員が新型コロナウイルスに感染したため、面会が中止となり、ご家族の皆様には、ご心配とご迷惑をお

かけしたことを心からお詫び申し上げます。 

 その後、４階ショートステイは８月１３日に感染は収束し、通常運営することができていますことを、ご報告さ

せていただきます。 

 第七波のコロナ感染は未だに留まる気配が見えません。施設内での感染は外部からウイルスを持ち込むこ

とが原因で感染することは明確になっています。新型コロナウイルスは飛沫感染といわれていますので、手洗

い、手指消毒、換気をこまめに実施して参ります。現在、行政により抗原検査キッドが支給されていますので、

毎週介護職員の抗原検査を実施しております。またショートステイをご利用される場合にも、当施設で利用者

様の抗原検査をさせていただいております。 

 新型コロナウイルスによる感染を完全に予防することは困難です。ウイルスを持ち込まないようにと細心の

注意を払っていますが、それでも職員が感染する場合もありますので、そのような時には拡大をしないように

迅速に対応をして参ります。 

そして、面会については、引き続き下記の内容で面会を実施していますことを、お伝えさせていただきます。

また、施設内で感染が発生した場合には、面会を中止させていただくことがございます。ご理解とご協力を

お願い申し上げます。  

                                                       施設長 水谷秀夫  

                                

 

記 

 

    面会の時間  月～金曜日 9:00～17:00 （11：30～13：30の昼食時間を除く） 

    面会の条件  ワクチン 3回接種し 2週間（接種証明書で確認）経過して、 

PCR検査による陰性証明発行から 72時間以内の方 

              施設にある体調確認シートで体調不良等のない方 

    面会の場所  ご本人の居室 

    面会の人数  3人までで、15分以内 

    その他      居室内での飲食は禁止とさせていただきます。 

                建物内ではマスクの着用をお願いいたします。 

           窓越し面会は引き続き予約制で実施していきます。 

    第三長上苑 053-411-1133 （担当：大地・本多・守屋） 
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☆ コロナウイルス感染者数が高止まりの状態となっています。嘱託医である坂の上ファミリークリニッ 

クでの職員の感染、また当苑においても 7 月に特養で 2 名の入居者様の感染、8 月はショートステイの

ご利用者様・職員への罹患も発生しています。 

 そのような状況を踏まえ、７月からの４回目コロナワクチン接種を見合わせておりましたが、８月１９日

（金）に接種することができました。 

 ご心配をおかけして申し訳ありませんでしたが、無事接種が終了致しましたので、ご安心くださいます

ようお願い申し上げます。  

☆ １０月１９日（水）に、全入居者様を対象とした定期の健康診断を行います。尚、結果につきまして 

は後日郵送させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

                                                           看護係 

本年 10 月に介護報酬改定が行われます。介護報酬改定に伴う利用料金変更及び日頃の施設の取

り組み状況について説明させていただきたく、下記の通り家族会を開催いたします。 

 コロナウイルス感染対策のため、密を避けた上で直接ご来苑いただくか、若しくはオンラインによる参

加のいずれかの方法で、ご出席いただきますようお願い申し上げます。 

 今回は全体で１時間程度の会とし、懇談は中止とさせていただき、全体会の際に、皆様の忌憚のない

ご意見ご要望をお聞かせいただけましたら幸いです。 

 お忙しいところ恐縮ですが、多数の皆様のご出席をお願い申し上げます。 

記 

     日時   令和４年９月２４日（土）   １０：００～１１：００ 

        会場   第二長上苑 多目的室   

          内容   全体会 （介護報酬改定 施設の取り組み等） 

※ 詳しくは、同封の案内状をご覧いただき、ご不明な点などございましたら、施設まで気軽にお問い合

わせ下さい。                                           相談係 本多 浩 

 

                               

 

 

 

 
     9月 12日（月）   敬老祝い膳    

 ９月は、敬老祝い膳として「松花堂弁当」と「紅白饅

頭」を提供致します。 

 紅白饅頭の紅白は、人生を表しており、饅頭の餡、つ

まり小豆には、邪気を払う力があるといわれ、饅頭は小

豆を包んだ、人生の厄除けをする縁起物という意味合

いがあるようです。 

入居者の皆様のご長寿とご多幸をお祈りして、一品

一品心を込めて提供させていただきます。いつもとは違

う仕出し風のお食事をお楽しみいただきます。 

管理栄養士 横井葉月 

 

  

 



 

 日 曜日 時間 内容 

１日 火 15：30 フラワーアレンジメント 

２日 金 13：30 リスク委員会 

２日 金 14：00 天王病院 回診 

６日 火 未定 坂の上 FCL 回診 

９日 金 13：30 行事委員会 

１２日 月 9：00 理美容 

１６日 金 14：00 天王病院 回診 

１９日 月 未定 入居者様 体重測定 

２０日 火 10：30 防災訓練 

２２日 木 15：00 経口維持会議 

２７日 火 未定 坂の上 FCL 回診 

２８日 水 10：00 運営推進会議 

３０日 金 14：00 天王病院 回診 

                                       

  

 

  

 

 

 

していらっしゃいました 

                      

 
赤えんぴつ 

 普段、介護計画をつくる際、介護をする側 

の視点になってしまいがちです。入居者様のでき

ないところをフォローすることが、介護の基本のよ

うに思いがちですが、フォローすることはもちろん、

できることに目を向けて、その人に寄り添い持って

いる力を発揮していただくことで、自信を取り戻し

て、施設ではあっても入居者様個々の望む 

暮らしにつなげていきたいと思います。 

 ６月からケアマネジャーの更新研修を受け 

ていますが、できることに目を向けて、入居 

者様をポジティブに捉え自立支援につなげ 

る重要性が、講義の中でも繰り返し取り上 

げられています。 

 入居者様がその人らしく生き生きとして、 

笑顔のある生活を送っていただき、第三長 

上苑が地域の中で愛される施設になれる 

よう職員一同努めて参ります。 

第三長上苑 守屋三千夫 

  

   

 第二長上苑における７月末からの新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、

第三長上苑でも、８月は入居者様への感染防止の観点から、予定されていた

花火、スイカ割りなどのイベントを中止させていただきました。 

 どちらも毎年恒例の行事で告知もしていましたので、入居者の皆様をガッカリ

させてしまいました。 

今月は、入居者様の普段の生活の一部をご紹介いたします。１階ホールに

ある給茶機と自販機は、入居者様のオアシスのような存在となっていて歩行練

習や窓越し面会の後などに利用されています。 

自動車文庫（移動図書館）で借りた本を読まれる方、ウッドデッキで日向ぼっ

こをしたり、施設の周囲の散歩、プランターの花の水やり、洗濯物たたみなど自

宅にいらした時の、生活習慣を施設にいても継続していただけるよう配慮して

います。大きな行事だけでなくささやかな毎日の暮らしも大切にしております。 

 入居者の皆様に提供する食事の副食には、それぞれの入居者様のご病気や身

体の状態に合わせ、大きく４つの種類があります。 

 「常食」は、加工せずそのままの状態です。 

 「粗みじん」は、咀嚼力の弱い方のためにおかずを細かくしたものです。 

 「なめらか食」は、食材を一旦、ミキサーにかけペースト状にして、成形したものに

なります。咀嚼力と嚥下力の弱くなった方に提供しています。       

「ミキサー食」は、食材をミキサーにかけペースト状にしたものになります。 

他にも「きざみ（大きな塊を食べやすく細かくする）」などがあり、その方に最も適

した食形態、提供量、食事摂取の方法を介護職員、管理栄養士、言語聴覚士、看

護師など専門職が咀嚼力、嚥下力、病気の症状、体重の変化などを総合的に評

価し提供しています。 

どのような形状であっても、味を損なうことなく常食と同じ味を楽しんでいただけ

るよう調理師の皆様は努力を続けられています。 

「最期まで口から食べる」を合言葉に楽しみながら、美味しく召し上がっていただ

けるよう厨房はもとより、職員一同で取り組んでおります。 

                                          管理栄養士 

 

 

   

日向はさすがに 

あっつーい！ 

今日は何を飲もうかな？ 

 

歩くのはとても大事 

集合体操 １，２，３！ 散歩日和です 目が少し疲れます 


